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月
14
日
、
晴
れ
わ
た
っ
た
秋
空

　
　
の
下
で
、
洞
爺
湖
町
先
住
民
族

供
養
祭
（
主
催
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会

虻
田
支
部
・
妻
木
征
男
支
部
長
）
が
、

入
江
の
歴
史
公
園
に
あ
る
ア
イ
ヌ
民

族
慰
霊
碑
ま
え
で
、
関
係
者
約
20
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
協
会
会
員
を
始
め
、

長
崎
良
夫
町
長
や
教
育
関
係
者
、
郷

土
史
研
究
会
の
皆
さ
ん
が
、
読
経
の

中
、
1
人
ひ
と
り
焼
香
し
て
、
先
祖

の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

　
最
後
に
妻
木
征
男
支
部
長
が
「
毎

年
い
ろ
ん
な
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
供
養
祭
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
」
と
挨
拶
を
行

い
、
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

先住民族供養祭
厳かに執り行う

　
　
爺
湖
町
陸
上
競
技
協
会
が
主
催

　
　
す
る
、
秋
の
恒
例
第
13
回
洞
爺

湖
町
ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
大

会
（
皆
川
一
男
大
会
長
）
が
、
9
月

23
日
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー

ト
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
小
学
生
低
学
年
が
2
チ

ー
ム
、
同
高
学
年
が
6
チ
ー
ム
参
加

し
て
、
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
～
で
ん
で

ん
ち
び
っ
子
広
場
ま
で
の
1
往
復
を
、

5
人
で
リ
レ
ー
し
て
競
い
合
い
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
児
童
ら
は
、
父
母
や
仲

間
の
声
援
を
背
に
し
な
が
ら
一
生
懸

命
走
り
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　
優
勝
は
、
低
学
年
が
ス
ー
パ
ー
チ

ー
ム
、
高
学
年
が
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
村

田
Ｕ-

21
in
6
年
2
組
。

恒例の秋のクォーターマラソン
声援を背に児童ら力走

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

　
　
業
後
継
者
の
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｃ
と

　
　
う
や
（
田
中
健
会
長
＝
会
員
17

人
）
が
、
昨
年
か
ら
始
め
た
「
Ａ
Ｃ

と
う
や
収
穫
祭
」
が
、
9
月
21
日
、

水
の
駅
の
前
に
あ
る
農
商
連
携
広
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
1
本
50
円
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
他
、
1
0
0
円
か
ら
2
0
0

円
の
格
安
の
値
段
で
キ
ャ
ベ
ツ
、
人

参
、
ゴ
ボ
ウ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
レ
タ

ス
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
今
年
も
2
0
0
円
で
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
詰
め
放
題
に
は
、
多
く
の
人

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
袋
が
い
っ
ぱ
い

に
詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。

目玉のジャガイモ詰め放題が大好評
ＡＣとうや収穫祭開く

洞

農 ９

厳かに執り行われた先住民族供養祭厳かに執り行われた先住民族供養祭じゃがいもつめ放題にチャレンジ！じゃがいもつめ放題にチャレンジ！

優勝したファイターズ村田
Ｕ-21ｉｎ6年2組

優勝したファイターズ村田
Ｕ-21ｉｎ6年2組賞状を手にするせつ子夫人

　
　
白
井
信
男
さ
ん
（
青
1
区
）
が
、

　
　
こ
の
度
伊
達
市
教
育
委
員
会
の

推
薦
に
よ
っ
て
、
瑞
寶
雙
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
章
は
、
公
共
的
な
分
野
で
功
績

を
残
し
た
人
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、

白
井
さ
ん
の
38
年
間
の
永
き
に
渡
る

教
師
生
活
と
保
護
司
、
遺
族
会
長
な

ど
の
社
会
的
な
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
夫
人
の
せ
つ
子
さ
ん
は
「
大
変
名

誉
な
こ
と
で
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

た
だ
主
人
が
生
き
て
い
れ
ば
喜
び
も

違
っ
た
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
ご
主
人
の
死
を
残
念
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

故白井信男さん
叙勲瑞寶雙光章受章する

故

賞状を手にするせつ子夫人


